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鹿
児
島
大
学
准
教
授
　
鳥
居 

享た
か

司し

本
財
団
事
務
局
（
森
田
・
佐
伯
・
石
川
）

特
定
有
人
国
境
離
島
の
い
ま
①

礼
文
島
・
利
尻
島（
前
篇
）

調
報
査
告

有
人
国
境
離
島
法
の
特
定
有
人
国
境
離
島

地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
北
海
道
礼
文
町

（
令
和
六
年
七
月
現
在
人
口
二
二
八
〇
人
）
お
よ
び

利
尻
町
（
同
一
八
四
五
人
）、
利
尻
富
士
町
（
同

五
月
現
在
人
口
二
一
一
七
人
）
で
は
、
平
成
二
九

年
度
の
同
法
施
行
以
降
、「
特
定
有
人
国
境
離

島
地
域
社
会
維
持
推
進
交
付
金
（
以
下
、
有
人

国
境
離
島
交
付
金
）」
を
活
用
し
、住
民
な
ど
の

運
賃
低
廉
化
、
戦
略
産
品
の
輸
送
コ
ス
ト
支

援
、
雇
用
機
会
の
拡
充
、
滞
在
型
観
光
の
推

進
な
ど
を
図
っ
て
き
て
お
り
、
今
年
度
ま
で

の
八
年
間
で
約
一
三
・
四
億
円
の
交
付
を
受

け
て
い
る
（
実
績
＋
交
付
決
定
）。

本
財
団
で
は
、
令
和
六
年
六
月
五
日
か
ら

七
日
に
か
け
て
、
三
町
の
現
状
調
査
を
、
鳥

居
享
司
鹿
児
島
大
学
准
教
授
と
と
も
に
実
施

し
た
。
本
誌
で
は
、
そ
の
結
果
を
前
後
篇
の

二
回
に
分
け
て
紹
介
し
た
い
。本
稿
で
は
、基

幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
の
現
況
（
調
査
時
点
）

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

�

礼
文
島

礼
文
島
は
、
稚
内
の
西
側
五
九
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
日
本
海
上
に
位
置
す
る
。
面
積
八

一
・
二
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
島
の
中
央

部
に
は
礼
文
岳
（
四
九
〇
メ
ー
ト
ル
）
が
そ
び

え
る
。
利
尻
島
及
び
北
海
道
本
土
の
サ
ロ
ベ

ツ
原
野
と
と
も
に
「
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国

立
公
園
」
に
指
定
さ
れ
、
本
年
五
〇
周
年
を

迎
え
た
。
本
州
で
は
標
高
二
千
メ
ー
ト
ル
級

以
上
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
三
百
種

を
超
え
る
高
山
植
物
が
自
生
す
る
「
花
の
浮

島
」
と
し
て
も
有
名
。
集
落
は
、
香か

深ふ
か

・
船ふ

な

泊ど
ま
り

地
区
を
中
心
に
、
海
岸
線
に
沿
っ
て
二
九

10km

利尻島

礼文島 稚内

利尻富士町
利尻町

香深漁協

礼文町

利尻山

礼文岳

利尻漁協（本所）

船泊漁協
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五
〇
代
一
三
名
、
六
〇
代
二
〇
名
、
七
〇
代
以
上
四

六
名
）。
昭
和
六
〇
年
ご
ろ
は
二
五
〇
名
を
超

え
る
組
合
員
数
を
誇
っ
て
い
た
が
、
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
に
よ
っ
て
減
少
傾
向
に
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
島
外
か
ら
の
就
業
希
望
者

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
近
年
は
若

い
漁
業
者
が
増
加
し
て
い
る
。
研
修
開
始
か

ら
二
年
間
は
礼
文
町
の
補
助
が
あ
る
た
め
、

研
修
生
は
基
本
的
に
こ
の
間
に
漁
労
技
術
や

人
間
関
係
な
ど
を
学
ぶ
。
漁
協
の
高
木
光
彦

参
事
に
よ
る
と
「
全
組
合
員
の
う
ち
二
〇
～

三
〇
名
ほ
ど
が
島
外
出
身
に
な
っ
て
い
る
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
地
元
の
漁
業
者
と
の
ト
ラ
ブ

ル
も
な
く
順
調
に
後
継
者
は
育
っ
て
い
る
」

と
い
う
。

漁
協
の
年
間
取
扱
金
額
は
約
一
一
・
二
億

円
で
あ
る
。
組
合
員
一
人
当
た
り
で
換
算
し

た
漁
獲
金
額
は
約
九
〇
〇
万
円
で
あ
る
が
、

実
際
に
は
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
、
も
っ
と
も
水

揚
げ
す
る
漁
業
者
は
年
間
五
〇
〇
〇
万
円
ほ

ど
の
漁
獲
高
を
誇
る
。

お
も
な
漁
獲
対
象
は
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ

（
二
・
六
億
円
）、
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
（
一
・

九
億
円
）、
ナ
マ
コ
（
一
・
七
億
円
）
な
ど
の
磯

根
資
源
、
ホ
ッ
ケ
（
一・四
億
円
）、
タ
ラ
（
〇・

九
億
円
）、
シ
ロ
サ
ケ
（
〇
・
八
億
円
）、
タ
コ

（
〇・四
億
円
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
天

然
コ
ン
ブ
（
〇・六
億
円
）、養
殖
コ
ン
ブ
（
〇・

三
億
円
）
な
ど
が
あ
る
。

ウ
ニ
と
コ
ン
ブ
を
採
捕
す
る
者
は
一
二
四香深漁協の高木光彦参事（右）と太田雅史総務指導部長。

礼文島の固有種「レブンアツモリソウ」。

地
区
が
点
在
し
て
い
る
。

基
幹
産
業
は
水
産
業
。
ウ
ニ
や
コ
ン
ブ
な

ど
の
豊
か
な
水
産
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

島
内
に
は
香
深
漁
協
と
船
泊
漁
協
の
二
つ
の

漁
協
が
存
在
す
る
。

１
．
香
深
漁
業
協
同
組
合

①
漁
協
の
概
要

香
深
漁
協
の
現
在
の
組
合
員
は
一
二
四
名

（
二
〇
代
七
名
、
三
〇
代
一
九
名
、
四
〇
代
一
九
名
、



104

土
木
作
業
員
と
し
て
働
く
漁
業
者
も
み
ら
れ

た
。
し
か
し
、
周
年
で
の
漁
業
操
業
を
可
能

に
し
た
い
と
い
う
考
え
か
ら
、
一
九
八
〇
年

代
よ
り
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
を
深
場
か
ら
浅

場
へ
移
植
す
る
取
り
組
み
を
開
始
。
現
在
で

は
「
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
」
も
活
用

し
な
が
ら
、
移
植
作
業
を
継
続
実
施
し
て
い

る
。
か
つ
て
と
比
較
す
る
と
、
移
植
数
自
体

は
半
減
し
て
い
る
が
、
こ
の
取
り
組
み
の
結

果
、
早
い
時
期
か
ら
の
漁
獲
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。

ほ
か
に
も
青
年
部
が
中
心
に
な
っ
た
ナ
マ

コ
の
人
工
採
苗
試
験
と
種
苗
放
流
や
、
シ
ロ

サ
ケ
の
放
流
活
動
も
実
施
。
同
交
付
金
を
活

用
し
て
シ
ロ
サ
ケ
一
二
〇
万
尾
を
海
中
飼

育
・
放
流
し
て
お
り
、
安
定
し
た
漁
獲
を
記

録
し
て
い
る
。

こ
の
一
〇
年
ほ
ど
六
月
ご
ろ
か
ら
ブ
リ
の

回
遊
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
従
来
ま
で

は
秋
口
以
降
）。
ま
と
ま
っ
た
量
で
は
な
い
た

め
混
獲
で
漁
獲
で
き
る
程
度
だ
と
い
う
。
一

方
、
イ
カ
や
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
は
ほ
と
ん
ど
漁

獲
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。な
お
、周

辺
で
は
ト
ド
を
多
く
み
か
け
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
直
接
的
な
被
害
は
発
生
し
て
い
な
い
。

現
在
、
香
深
漁
協
で
は
四
名
の
漁
業
者
を
ト

ド
ハ
ン
タ
ー
と
し
て
登
録
し
て
い
る
。

漁
獲
物
の
大
半
が
島
外
へ
出
荷
さ
れ
る
。

ホ
ッ
ケ
は
稚
内
お
よ
び
本
州
、
タ
ラ
は
根
室

の
加
工
業
者
、鮮
魚
は
稚
内
や
札
幌
方
面
、コ

ン
ブ
は
稚
内
へ
送
ら
れ
る
。
香
深
港
か
ら
稚

内
港
へ
の
出
荷
コ
ス
ト
が
か
さ
む
が
、「
有
人

国
境
離
島
交
付
金
」
の
輸
送
コ
ス
ト
支
援
に

よ
り
、
国
と
町
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
六
割
、
二
割

の
補
助
が
あ
る
た
め
、
自
己
負
担
は
二
割
と

な
っ
て
い
る
。
魚
介
類
の
発
送
に
必
要
な
梱

包
材
な
ど
の
資
機
材
は
、
す
べ
て
島
外
か
ら

移
入
し
て
お
り
移
出
と
同
様
に
同
交
付
金
に

よ
る
支
援
を
受
け
て
い
る
が
、
本
土
と
比
べ

割
高
と
な
っ
て
い
る
。

③
新
規
就
業
者
用
の
住
宅
の
確
保
を

漁
協
で
は
加
工
場
も
営
ん
で
お
り
、
現
在
、

九
人
の
外
国
人
研
修
生
（
ベ
ト
ナ
ム
）
を
受
け

名
、
ホ
ッ
ケ
刺
網
一
四
名
、
ナ
マ
コ
ケ
タ
曳

き
一
一
名
、
ナ
マ
コ
・
ホ
ッ
ケ
・
タ
ラ
の
組

み
合
わ
せ
が
五
名
、
ホ
ッ
ケ
と
タ
ラ
が
八
～

九
名
、
サ
ケ
刺
網
九
名
、
ウ
ニ
と
コ
ン
ブ
の

み
の
組
み
合
わ
せ
が
八
〇
名
ほ
ど
。
ホ
ッ
ケ

刺
網
を
営
ん
で
い
な
い
者
は
、
ホ
ッ
ケ
漁
の

陸
上
作
業
を
手
伝
う
こ
と
も
あ
る
。
ホ
ッ
ケ

は
一
〇
～
一
五
分
の
近
海
、
タ
ラ
は
三
時
間

近
く
の
海
域
に
漁
場
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
ホ
ッ
ケ
刺
網
と
タ
ラ
刺
網
は
陸
上
作

業
に
人
手
が
必
要
と
な
る
が
、
島
の
住
民
は

高
齢
化
し
て
お
り
、
人
手
不
足
と
な
っ
て
い

る
。漁
協
の
太
田
雅
史
総
務
指
導
部
長
は「
派

遣
の
労
働
力
も
利
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で

も
な
か
な
か
充
足
で
き
な
い
。
ま
た
、
人
件

費
が
あ
が
っ
て
お
り
、
経
費
が
か
さ
む
点
も

課
題
」
と
話
す
。

②
周
年
操
業
や
輸
送
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て

キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
の
漁
期
は
、
か
つ
て

九
月
か
ら
春
に
か
け
て
で
あ
り
、
春
か
ら
八

月
ま
で
は
漁
獲
対
象
を
限
定
し
、
そ
の
間
は
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運
よ
く
借
り
る
こ
と
が
で
き
て
も
す
ぐ
に
住

め
る
状
態
で
は
な
い
。
改
修
な
ど
に
か
か
る

工
事
の
費
用
の
高
騰
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

加
工
場
で
は
、鮮
魚
の
凍
結
（
ホ
ッ
ケ
）、加

工
品
の
製
造
（
一
汐
ホ
ッ
ケ
、
一
夜
漬
ウ
ニ
、
蒸

し
ウ
ニ
缶
、
開
き
ホ
ッ
ケ
、
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
焼
き
）

を
行
な
っ
て
お
り
、冷
凍
魚
一・三
億
円
、加

工
品
〇
・
三
億
円
ほ
ど
の
売
り
上
げ
が
あ
る
。

ま
た
、
鮮
魚
の
取
り
扱
い
も
あ
り
年
間
〇
・

七
億
円
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
平
成
一
五
年
ご
ろ
か
ら
食
事
処

も
経
営
し
て
お
り
、「
漁
業
者
数
が
減
少
し
て

お
り
、
観
光
も
上
手
く
取
り
入
れ
な
が
ら
漁

協
を
支
え
る
事
業
と
し
て
育
成
し
た
い
」
と

い
う
狙
い
が
あ
っ
た
と
高
木
参
事
は
話
す
。

開
業
し
て
二
～
三
年
は
夏
季
の
み
の
営
業
で
、

派
遣
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
と
し
て
営
業
し
て
い

た
が
、
そ
の
後
、
周
年
営
業
に
変
更
。
従
業

員
一
〇
名
の
う
ち
派
遣
ス
タ
ッ
フ
は
六
、
七

名
に
留
め
、利
用
客
の
少
な
い
冬
季
は
、少
数

の
人
員
で
運
営
す
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

店
で
は
礼
文
島
内
の
食
材
を
使
う
こ
と
を

第
一
と
し
て
い
る
が
、
住
民
の
方
の
要
望
に

応
え
て
肉
料
理
な
ど
島
外
の
食
材
を
用
い
た

料
理
も
提
供
。
年
間
〇
・
九
億
円
ほ
ど
の
売

り
上
げ
が
あ
り
、
そ
の
半
数
が
丼
も
の
の
売

り
上
げ
だ
と
い
う
。
太
田
部
長
は
「
現
状
は

利
益
を
出
せ
て
い
る
が
、
食
材
費
、
人
件
費
、

光
熱
費
な
ど
す
べ
て
の
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て

お
り
、
今
後
の
価
格
改
定
が
課
題
」
と
頭
を

悩
ま
す
。

２
．
船
泊
漁
業
協
同
組
合

①
漁
協
の
概
要

船
泊
漁
協
は
、
昭
和
二
四
年
に
設
立
。
か

つ
て
は
七
〇
〇
～
八
〇
〇
名
ほ
ど
の
組
合
員

が
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
減
少
傾

向
に
あ
る
。
現
在
の
組
合
員
数
は
一
八
五
名

（
う
ち
自
営
漁
業
一
四
二
名
）
で
、
平
均
年
齢
は

六
二
、
三
歳
。
近
年
は
島
外
か
ら
の
新
規
就

業
が
年
間
三
名
ほ
ど
継
続
し
て
み
ら
れ
て
お

り
、
組
合
員
数
の
減
少
速
度
は
緩
や
か
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
全
組
合
員
の
う
ち
一
〇
～

二
〇
名
が
島
外
出
身
者
で
あ
る
。

入
れ
て
い
る
。
高
木
参
事
に
よ
る
と
、
島
の

方
と
結
婚
し
た
研
修
生
も
お
り
、
重
要
な
働

き
手
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
新
規
就
業
希

望
者
や
外
国
人
研
修
生
は
、
後
継
者
が
い
な

い
漁
業
者
の
も
と
で
研
修
を
受
け
る
場
合
が

多
い
。
こ
の
際
に
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が

住
居
の
確
保
で
あ
る
。
島
内
に
空
き
家
は
増

え
て
い
る
が
、
貸
し
手
は
な
か
な
か
お
ら
ず
、

香深漁協事務所には直営食事処「海鮮処かふか」とマリンストア
（スーパー）が併設されている。
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漁
協
は
漁
獲
物
の
取
り
扱
い
に
加
え
、
資

機
材
や
生
活
必
需
品
の
販
売
の
ほ
か
、
食
堂

や
ス
ト
ア
（
商
店
）、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の

運
営
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
供
給
、
魚
介
類
の

通
信
販
売
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。
漁
協
の

加
藤 

勇
専
務
理
事
に
よ
る
と
、以
前
は
ア
ワ

ビ
の
中
間
育
成
施
設
が
あ
り
、
そ
こ
で
キ
タ

ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
の
観
光
体
験
な
ど
も
実
施
し

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
客
が
減
少
し

た
際
に
中
止
し
た
と
い
う
。

漁
協
の
年
間
取
扱
金
額
は
二
三
・
三
億
円
、

自
営
漁
業
（
一
四
二
名
）
の
一
経
営
体
あ
た
り

の
平
均
漁
獲
金
額
は
一
六
四
一
万
円
で
あ
る
。

主
な
漁
獲
対
象
は
、
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ

（
三・三
億
円
）、
コ
ン
ブ
（
同
）、
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ

ニ
（
二
・
七
億
円
）、
ナ
マ
コ
（
二
・
四
億
円
）
な

ど
の
磯
根
資
源
に
加
え
、
ホ
ッ
ケ
（
四
・
九
億

円
）、
タ
ラ
（
四
億
円
）、
サ
ケ
・
マ
ス
（
一
・
二

億
円
）、タ
コ
（
一
億
円
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
漁
期
を
み
る
と
、
ホ
ッ
ケ
刺

網
五
月
六
日
～
一
〇
月
二
〇
日
、
タ
ラ
刺
網

一
〇
月
二
〇
日
～
四
月
、
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ

ニ
五
月
～
九
月
三
〇
日
、
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ

六
月
一
日
～
八
月
一
二
日
、
天
然
コ
ン
ブ
七

月
～
一
〇
月
、
ナ
マ
コ
六
月
一
六
日
～
四
月
、

拾
い
コ
ン
ブ
周
年
と
な
っ
て
お
り
、
ホ
ッ
ケ

刺
網
と
タ
ラ
刺
網
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
操
業
の
周
年
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

ナ
マ
コ
の
ケ
タ
曳
網
の
単
独
操
業
は
禁
止
と

さ
れ
て
お
り
、
経
営
者
と
乗
組
員
の
二
名
体

制
で
あ
る
。
磯
根
資
源
の
み
を
対
象
に
す
る

漁
業
者
は
、
タ
ラ
刺
網
や
ナ
マ
コ
ケ
タ
曳
網

の
乗
組
員
と
し
て
働
く
者
も
み
ら
れ
る
。

②
欠
航
リ
ス
ク
と
輸
送
コ
ス
ト
が
課
題

令
和
六
年
は
、
バ
フ
ン
ウ
ニ
の
漁
獲
が
思

わ
し
く
な
く
、
例
年
で
は
六
〇
分
ほ
ど
の
操

業
で
一
ト
ン
近
い
水
揚
げ
が
あ
る
が
、
本
年

は
一
回
あ
た
り
九
〇
分
、
計
二
回
の
操
業
で

一
ト
ン
ほ
ど
だ
と
、
加
藤
専
務
理
事
は
話
す
。

ホ
ッ
ケ
も
昨
年
に
比
べ
て
漁
獲
が
少
な
い
が
、

一
時
期
、
年
間
二
〇
〇
〇
ト
ン
程
度
ま
で
減

少
し
た
と
こ
ろ
か
ら
は
回
復
し
、
現
在
は
四

〇
〇
〇
ト
ン
ほ
ど
を
記
録
し
て
い
る
。

ニ
シ
ン
の
漁
獲
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

単
価
が
下
落
し
て
い
る
こ
と
が
悩
み
だ
と
い

う
。
石
狩
方
面
で
も
ニ
シ
ン
が
水
揚
げ
さ
れ

て
お
り
、
札
幌
市
場
へ
の
出
荷
を
考
え
る
と
、

（
石
狩
に
比
べ
て
）礼
文
島
の
場
合
は
輸
送
コ
ス

ト
が
か
さ
む
た
め
不
利
な
状
況
に
あ
る
。
そ

こ
で
漁
協
で
は
、
稚
内
に
あ
る
北
海
道
漁
連

の
加
工
場
で
一
部
を
処
理
し
、
パ
ル
シ
ス
テ

ム
生
活
協
同
組
合
連
合
会
と
の
産
直
提
携
を

船泊漁協の加藤 勇専務理事。
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加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

③ 

漁
業
者
の
子
息
の
承
継
に
対
す
る
支
援
を

新
規
参
入
者
は
、
刺
網
の
乗
組
員
や
陸
周

り
の
仕
事
し
な
が
ら
漁
労
技
術
の
習
得
と
操

業
日
数
の
実
績
を
つ
く
る
。
操
業
日
数
九
〇

日
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
翌

年
か
ら
正
組
合
員
と
し
て
第
一
種
共
同
漁
業

権
の
付
与
を
受
け
て
磯
根
資
源
を
漁
獲
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
が
、
実
際
に
は
一
～
二

年
程
度
の
実
績
で
は
自
営
漁
業
の
み
で
生
計

を
立
て
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。「
少
な
く

と
も
数
年
間
は
乗
組
員
な
ど
の
仕
事
を
し
な

が
ら
技
術
習
得
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
」
と

加
藤
専
務
理
事
は
話
す
。

ホ
ッ
ケ
刺
網
を
営
む
た
め
に
は
、
陸
上
作

業
員
が
五
～
六
名
必
要
に
な
る
。
漁
協
自
営

の
加
工
場
の
受
取
時
間
が
午
後
三
時
な
の
で
、

そ
れ
ま
で
に
刺
網
か
ら
ホ
ッ
ケ
を
外
し
て
搬

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
陸
上
の
作
業

員
を
確
保
で
き
ず
、
刺
網
操
業
を
休
止
す
る

ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
始
め
て
い
る
と
い
う
。

国
の
支
援
は
、
島
外
な
ど
か
ら
の
新
規
就

業
者
に
対
す
る
メ
ニ
ュ
ー
は
あ
る
も
の
の
、

漁
業
者
の
子
息
が
後
継
者
と
し
て
事
業
承
継

す
る
場
合
の
支
援
は
な
い
。
持
続
可
能
な
漁

業
経
営
の
た
め
に
も
、
子
息
に
よ
る
承
継
を

対
象
と
し
た
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

漁
協
の
加
工
場
で
は
中
国
、ベ
ト
ナ
ム
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
外
国
人
研
修
生
が
計
八

名
働
い
て
い
る
が
、
彼
ら
を
受
け
入
れ
る
た

行
な
っ
て
い
る
。

漁
獲
物
は
全
量
、
漁
協
を
通
じ
て
販
売
さ

れ
て
い
る
。
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
、
コ
ン
ブ
は
入

札
で
あ
り
、
商
社
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が

ら
価
格
を
決
定
す
る
。
ホ
ッ
ケ
や
タ
ラ
な
ど

の
鮮
魚
は
、
漁
協
管
内
の
漁
港
九
カ
所
そ
れ

ぞ
れ
に
あ
る
加
工
場
に
集
荷
さ
れ
る
。
ホ
ッ

ケ
は
凍
結
、
タ
ラ
は
生
鮮
出
荷
と
な
っ
て
お

り
、冷
凍
ホ
ッ
ケ
は
開
き
の
原
料
と
し
て
、道

内
外
へ
出
荷
す
る
。
生
鮮
タ
ラ
は
道
東
の
根

室
で
加
工
さ
れ
、
フ
ィ
レ
の
状
態
で
東
京
や

大
阪
へ
出
荷
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
契
約
先
の
ト
ラ
ッ
ク
で
香
深
港

か
ら
出
荷
し
て
お
り
、
生
鮮
出
荷
の
タ
ラ
は

一
七
時
に
出
港
、
翌
朝
ま
で
に
根
室
に
着
荷

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
フ
ェ
リ
ー
の
欠
航
が

経
営
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
。

香
深
漁
協
と
同
様
に
港
か
ら
稚
内
港
ま
で

の
輸
送
費
用
に
つ
い
て
は
、
有
人
国
境
離
島

交
付
金
と
町
の
支
援
が
あ
り
、
漁
協
の
負
担

は
二
割
。
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ェ
リ
ー
料
金

が
上
昇
し
て
い
る
た
め
、
自
己
負
担
額
も
増

直営スーパーで販売される生ホッケ。船泊漁協ではホッケや
タコの燻製など水産加工品も生産している。
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新
規
就
業
者
が
み
ら
れ
る
一
方
、
コ
ン
ブ

干
し
な
ど
コ
ン
ブ
養
殖
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
作
業
を
担
う
労
働
力
の
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
漁
協
の
山
上
辰
昭
専
務
理

事
に
よ
る
と
、「
人
員
を
確
保
で
き
な
い
た

め
、
コ
ン
ブ
を
干
す
作
業
な
ど
が
滞
り
、
生

産
規
模
を
縮
小
す
る
生
産
者
も
み
ら
れ
る
」

と
い
う
。

日本百名山の一つ秀麗・利尻山。

め
の
住
居
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
漁
協
で

は
、
令
和
六
年
に
外
国
人
研
修
生
が
利
用
す

る
た
め
の
宿
舎
を
整
備
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
コ
ン
ブ
の
倉
庫
、
冷
凍
工
場
、

魚
介
類
の
選
別
所
（
九
カ
所
）
な
ど
が
老
朽
化

し
て
お
り
、
そ
の
修
繕
や
関
連
機
器
な
ど
の

更
新
に
多
く
の
経
費
が
必
要
と
な
る
。
加
藤

専
務
理
事
は
、
選
別
機
は
風
に
弱
い
が
、
シ

ャ
ッ
タ
ー
な
ど
の
風
よ
け
施
設
の
整
備
が
補

助
対
象
外
で
あ
る
と
、
課
題
を
指
摘
す
る
。

利
尻
島

利
尻
島
は
、
稚
内
よ
り
西
方
五
二
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
日
本
海
上
に
位
置
す
る
。
面
積
一

八
二
・
一
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
島
の
中

央
に
日
本
百
名
山
の
一
つ
、
標
高
一
七
二
一

メ
ー
ト
ル
の
利
尻
山
（
利
尻
富
士
）
を
有
す
る
。

利
尻
町
お
よ
び
利
尻
富
士
町
の
二
町
で
一
島

を
構
成
。
島
の
大
部
分
は
「
利
尻
礼
文
サ
ロ

ベ
ツ
国
立
公
園
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

基
幹
産
業
は
水
産
業
と
観
光
業
で
、
特
に

リ
シ
リ
コ
ン
ブ
は
高
級
品
と
し
て
全
国
的
に

知
ら
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
ウ
ニ
・
ア
ワ

ビ
種
苗
の
放
流
、
ホ
タ
テ
の
養
殖
な
ど
育
て

る
漁
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

１
．
利
尻
漁
業
協
同
組
合

①
漁
協
の
概
要

利
尻
漁
協
は
、
平
成
二
〇
年
に
島
内
の
四

漁
協
（
鴛おしど
ま
り泊
・
鬼おに
わ
き脇
・
仙せん
ほ
う
し
法
志
・
沓くつ
が
た形
）
が
合
併

し
て
誕
生
し
た
。
合
併
当
時
、
組
合
員
数
は

七
五
五
名
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
四
五
三
名

と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
化
に
よ
っ
て
毎
年
十

数
名
ほ
ど
が
引
退
す
る
一
方
、
島
外
か
ら
の

新
規
就
業
者
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
現
在
は

三
五
名
ほ
ど
が
島
外
出
身
者
で
あ
る
。

新
規
就
業
者
の
中
心
は
コ
ン
ブ
養
殖
へ
の

着
業
で
あ
り
、
お
も
に
「
就
業
者
フ
ェ
ア
」

な
ど
で
希
望
者
を
募
っ
て
い
る
。
就
業
者
は
、

ま
ず
指
導
者
と
な
る
親
方
の
元
で
一
～
二
年

ほ
ど
か
け
て
研
修
を
受
け
、
漁
労
技
術
の
習

得
や
人
間
関
係
へ
の
理
解
を
深
め
た
後
に
独

立
し
て
い
く
。
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ホ
ッ
ケ
の
刺
網
は
五
月
七
日
～
一
〇
月
二

〇
日
ま
で
、
ホ
ッ
ケ
の
旋ま

き

網
は
五
月
七
日
か

ら
三
三
日
限
定
で
あ
る
。
漁
協
の
山
上
専
務

理
事
に
よ
る
と
、
時
化
に
よ
っ
て
出
漁
で
き

な
い
日
も
あ
る
こ
と
か
ら
「
三
三
回
の
操
業

に
し
よ
う
」
と
い
う
意
見
も
出
た
が
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

漁
獲
物
の
多
く
は
漁
協
に
出
荷
さ
れ
て
お

り
、
系
統
利
用
率
は
金
額
ベ
ー
ス
で
七
九
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る（
鮮
魚
類
八
八
％
、貝

類
八
二
％
、海
藻
類
六
五
％
）。
ウ
ニ
は
入
札
、鮮

魚
は
出
荷
先
で
単
価
が
決
ま
る
。
鴛
泊
港
か

ら
稚
内
港
の
海
上
輸
送
費
に
つ
い
て
は
、
有

人
国
境
離
島
交
付
金
の
輸
送
コ
ス
ト
支
援
が

充
て
ら
れ
て
お
り
、
漁
協
や
漁
業
者
の
負
担

は
二
割
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
本
土

側
と
比
べ
て
割
高
で
あ
る
。

四
支
所
そ
れ
ぞ
れ
に
冷
凍
工
場
が
あ
る
が
、

老
朽
化
が
進
み
安
全
面
で
不
安
を
抱
え
る
施

設
も
あ
る
た
め
、
建
て
替
え
を
予
定
し
て
い

る
。
加
工
施
設
も
あ
り
塩
水
ウ
ニ
や
冷
凍
ウ

ニ
、
ニ
シ
ン
や
ホ
ッ
ケ
の
開
き
を
製
造
し
て

②
施
設
の
建
て
替
え
と
輸
送
コ
ス
ト
が
課
題

漁
協
の
年
間
取
扱
金
額
は
三
四
・
四
億
円

で
あ
る
。
単
純
に
組
合
員
一
人
当
た
り
で
換

算
す
る
と
、
平
均
漁
獲
金
額
は
約
七
六
〇
万

円
と
な
る
。

お
も
な
漁
獲
対
象
は
、
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ

（
九
・
八
億
円
）、
天
然
コ
ン
ブ
（
五
・
一
億
円
）、

キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
（
四・三
億
円
）、
養
殖
コ利尻漁協の山上辰昭専務理事（左）と長谷川 立参事兼総務部長。

ン
ブ
（
三
・
七
億
円
）、
ナ
マ
コ
（
三
・
六
億
円
）、

タ
コ
（
二
・
一
億
円
）、
ナ
マ
コ
（
一
・
八
億
円
）、

ホ
ッ
ケ
（
一
億
円
）、
シ
ロ
サ
ケ
（
〇
・
六
億
円
）

な
ど
で
あ
る
。

漁
期
は
、
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
六
月
一
五
日

～
八
月
三
一
日
、
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
六
月

一
日
～
九
月
二
五
日
で
あ
る
が
、
資
源
状
況

に
よ
っ
て
各
支
所
（
旧
漁
協
単
位
）
が
こ
の
範

囲
内
で
操
業
期
間
や
操
業
時
間
を
調
整
し
て

い
る
。
天
然
コ
ン
ブ
漁
も
支
所
に
よ
っ
て
開

始
時
期
が
異
な
っ
て
お
り
、
早
い
支
所
で
は

六
月
末
、
遅
い
と
こ
ろ
で
は
七
月
一
五
日
で

あ
り
、
九
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
操
業
が
続
く
。

ナ
マ
コ
採
捕
は
五
月
一
日
～
六
月
一
五
日

を
除
き
周
年
で
可
能
だ
が
、
夏
季
は
水
温
が

上
昇
し
て
品
質
が
落
ち
る
こ
と
か
ら
七
月
い

っ
ぱ
い
で
操
業
を
止
め
て
い
る
。
ナ
マ
コ
ケ

タ
曳
網
は
三
月
一
日
～
四
月
三
〇
日
、
タ
コ

は
八
月
一
〇
日
～
一
〇
月
一
〇
日
を
除
く
周

年
で
あ
る
。
磯
根
資
源
の
み
を
対
象
に
し
た

漁
業
者
は
、
冬
季
は
出
漁
を
止
め
、
春
か
ら

の
操
業
の
準
備
を
行
な
う
者
も
み
ら
れ
る
。
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い
る
が
、
こ
ち
ら
も
施
設
が
老
朽
化
し
て
お

り
、
新
た
な
加
工
施
設
の
建
設
を
検
討
し
て

い
る
。漁
協
の
長
谷
川 

立た
つ
る

参
事
兼
総
務
部
長

は
、「
効
率
だ
け
を
考
え
る
と
、施
設
を
一
カ

所
に
統
合
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、各
所
に
海
面
が
あ
り
、地

元
の
ま
と
ま
り
も
強
い
の
で
統
合
は
考
え
ら

れ
な
い
。
い
か
に
費
用
負
担
を
抑
え
て
各
施

設
の
建
て
替
え
を
行
な
っ
て
い
く
か
が
課

題
」
と
話
す
。

こ
の
ほ
か
、
各
支
所
の
建
物
や
輸
送
手
段

で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
も
耐
用
年
数
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
と
い
う
。

２
．
中
辻
漁
業
部

①
コ
ン
ブ
養
殖
を
継
業

中
辻
漁
業
部
（
利
尻
町
）
は
、コ
ン
ブ
の
養

殖
を
メ
イ
ン
と
し
て
通
年
で
操
業
し
て
い
る

（
利
尻
漁
協
組
合
員
）。

親
方
の
中
辻
清
貴
さ
ん
は
、
大
阪
府
生
ま

れ
兵
庫
県
育
ち
。
神
戸
の
水
産
乾
物
を
取
り

扱
う
企
業
で
働
く
な
か
で
、
利
尻
島
を
訪
れ

る
機
会
も
あ
っ
た
。
何
度
か
島
を
訪
れ
る
な

か
で
、
コ
ン
ブ
養
殖
を
営
ん
で
い
る
親
方
と

出
会
い
、
後
継
者
を
探
し
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
と
い
う
。
中
辻
さ
ん
は
、「
会
社
の
先
輩

社
員
を
み
る
と
自
分
自
身
の
一
〇
年
後
の
姿

を
想
像
で
き
た
。
そ
の
姿
と
利
尻
島
で
の
生

活
を
比
較
し
た
結
果
、
利
尻
島
で
コ
ン
ブ
養

殖
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な

っ
た
」
と
漁
業
を
仕
事
に
し
よ
う
と
思
っ
た

経
緯
を
話
す
。

平
成
二
一
年
、
水
産
庁
の
研
修
制
度
を
活

用
し
、
そ
の
親
方
の
下
で
研
修
を
開
始
。
当

初
は
二
年
間
ほ
ど
し
っ
か
り
コ
ン
ブ
養
殖
業

を
勉
強
し
て
、
本
格
的
に
着
業
し
た
い
と
考

え
て
い
た
が
、
親
方
が
体
調
を
崩
し
た
た
め
、

翌
二
二
年
に
コ
ン
ブ
養
殖
を
継
業
し
た
。

コ
ン
ブ
養
殖
は
通
年
操
業
で
あ
り
、
一
一

月
中
旬
か
ら
種
付
け
作
業
を
開
始
、
一
二
月

ご
ろ
か
ら
種
コ
ン
ブ
の
種
苗
を
作
成
、
一
～

二
月
に
か
け
て
コ
ン
ブ
の
管
理
や
時
化
へ
の

対
応
、
三
月
は
コ
ン
ブ
の
生
長
に
あ
わ
せ
た

ロ
ー
プ
の
浮
力
調
整
や
雑
草
を
処
理
、
四
～

五
月
に
水
深
の
調
整
、
六
月
一
五
日
～
七
月

い
っ
ぱ
い
に
か
け
て
コ
ン
ブ
の
収
穫
・
乾
燥

作
業
を
行
な
う
。
八
月
～
一
〇
月
中
下
旬
に

コ
ン
ブ
を
加
工
・
販
売
す
る
と
い
う
流
れ
と

な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
加
え
中
辻
さ
ん
は
、
ウ
ニ
漁
（
六

月
一
日
～
九
月
二
五
日
）、
天
然
コ
ン
ブ
漁
（
七

月
五
日
～
お
盆
前
後
、
コ
ン
ブ
の
繁
茂
状
態
を
み
な

利尻漁協ではコンブやウニの加工品を販売している。
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が
ら
漁
業
者
間
で
決
定
）な
ど
も
行
な
っ
て
い
る
。

生
産
し
た
コ
ン
ブ
は
、
全
量
を
利
尻
漁
協

へ
出
荷
し
て
い
る
。
漁
協
へ
出
し
た
時
点
で

価
格
が
決
ま
り
、
島
外
へ
の
直
接
出
荷
し
て

い
な
い
の
で
、
輸
送
費
の
負
担
を
感
じ
る
こ

と
は
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
島
外
か
ら
生

産
関
連
資
材
を
購
入
す
る
際
、
輸
送
費
が
か

さ
む
こ
と
が
あ
る
た
め
、
購
入
先
や
購
入
方

法
を
工
夫
し
て
い
る
。

②
労
働
力
の
確
保
が
課
題

コ
ン
ブ
養
殖
の
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
た
中

辻
さ
ん
は
、兵
庫
か
ら
友
人
を
呼
び
寄
せ
、と

も
に
漁
業
の
仕
事
を
開
始
し
た
（
友
人
も
研
修

制
度
を
活
用
）。
友
人
の
研
修
期
間
が
終
了
後

は
、
新
た
な
就
業
希
望
者
を
「
就
業
者
フ
ェ

ア
」
で
募
集
し
、
研
修
制
度
を
通
じ
て
受
け

入
れ
て
い
る
。
現
在
の
研
修
生
は
通
算
四
人

目
に
あ
た
る
。

中
辻
さ
ん
に
よ
る
と
、
フ
ェ
ア
で
研
修
生

を
探
す
際
、
利
尻
の
環
境
や
人
間
関
係
に
対

応
で
き
る
か
と
い
う
点
も
重
視
し
て
い
る
と

い
う
。「
島
で
の
暮
ら
し
は
人
づ
き
あ
い
が
大

切
で
、
そ
れ
を
理
解
す
る
人
で
な
い
と
長
続

き
し
な
い
」。と
く
に
移
住
当
初
は
助
け
て
も

ら
う
場
面
が
多
い
た
め
、
余
裕
が
で
き
た
ら

き
ち
ん
と
お
返
し
す
る
よ
う
な
心
が
け
も
大

切
で
あ
る
。
中
辻
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
受

け
入
れ
て
き
た
研
修
生
た
ち
と
良
好
な
関
係

を
維
持
し
て
お
り
、
研
修
後
に
独
立
し
た
後

も
忙
し
い
時
に
は
手
を
貸
し
合
う
な
ど
の
付

き
合
い
が
で
き
て
い
る
と
い
う
。

◆

以
上
の
事
例
か
ら
礼
文
島
・
利
尻
島
に
お

け
る
水
産
業
課
題
は
、
輸
送
コ
ス
ト
の
低
廉

化
、
老
朽
化
施
設
の
建
て
替
え
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
る
が
、
も
っ
と
も
深
刻
な
の
は
労
働
力

の
確
保
で
あ
る
と
い
え
る
。

漁
業
従
事
者
な
ど
の
高
齢
化
が
進
み
、
コ

ン
ブ
干
し
や
ウ
ニ
の
殻
割
り
作
業
な
ど
に
支

障
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
は
島
内
の

人
手
を
借
り
て
な
ん
と
か
な
っ
て
い
て
も
、

将
来
的
に
は
依
頼
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
就
業
者
フ
ェ
ア

な
ど
を
活
用
し
、
新
規
就
業
希
望
者
の
確
保

は
比
較
的
に
順
調
だ
が
、
実
際
に
彼
ら
の
居

住
先
（
住
居
）
を
探
す
こ
と
が
困
難
だ
と
い
う

現
状
も
見
受
け
ら
れ
た
。
漁
師
の
子
息
に
よ

る
事
業
承
継
に
対
す
る
支
援
も
含
め
、
持
続

可
能
な
漁
業
の
実
現
の
た
め
に
も
、
地
元
の

声
を
十
分
に
反
映
し
た
施
策
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。 

（
後
篇
に
つ
づ
く
）

中辻漁業部の中辻清貴さん。


